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人
間
の
体
の
中
で
は
、
約　

兆
60

も
の
細
胞
が
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の

役
割
を
果
た
し
な
が
ら
、
協
力
し

て
全
体
の
調
和
を
作
り
出
し
て
い

ま
す
。
今
日
も
健
康
で
生
き
ら
れ
て
い
る

の
は
、
た
だ
一
つ
の
命
の
健
康
で
は
な

く
、
約　

兆
も
の
顕
微
鏡
的
生
命
で
あ
る

60

細
胞
が
、
秩
序
正
し
く
協
調
し
な
が
ら
、

働
い
て
く
れ
る
お
陰
な
の
で
す
。

　

約　

億
の
人
口
の
地
球
上
で
は
絶
え
ず

60

混
乱
が
あ
る
の
に
、
私
た
ち
の
身
体
で

は
、
そ
の
一
万
倍
も
の
細
胞
が
一
刻
の
休

み
も
な
く
働

い
て
い
て
、

毎
日
生
か
さ

れ
て
い
る
こ

と
は
、
な
ん

と
不
思
議
な

こ
と
で
し
ょ

う
。

　

遺
伝
子
の
性
質
に
、
助
け
合
い
の
機
能

が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
の
身
体
の
臓
器

は
、
細
胞
が
寄
り
集
ま
っ
て
出
来
て
い
ま

す
。
助
け
合
い
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
て
い

ま
す
。
細
胞
に
は
個
性
が
あ
り
、
臓
器
の

中
で
自
分
の
役
割
を
よ
く
わ
き
ま
え
て
、

働
い
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
は
、
個
性
を
発

揮
し
つ
つ
、
自
分
の
役
目
を
果
た
し
て
い

る
わ
け
で
す
。

　

ト
ッ
プ
が
号
令
を
か
け
れ
ば
、
部
下
は

黙
々
と
つ
い
て
き
た
。
そ
れ
は
、
高
度
成

長
時
代
の
こ
と
で
す
。
貧
し
く
て
、
少
し

で
も
豊
か
に
な
ろ
う
と
、
皆
が
同
じ
目
的

に
向
か
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。

　

し
か
し
、
今
は
、
そ
う
は
行
か
な
く
な

り
ま
し
た
。
ト
ッ
プ
の
構
想
と
現
場
の
思

い
が
一
つ
に
な
っ
た
と
き
、
お
互
い
の
協

同
作
業
が
で
き
て
、
成
功
を
お
さ
め
る
の

で
す
。
人
間
の
身
体
で
い
え
ば
、
ま
さ
に

「
個
」
と
「
全
体
」
が
調
和
し
て
働
く
姿
で

す
。
役
割
や
個
性
の
違
っ
た
者
同
士
が
、

一
つ
の
目
標
の
た
め
に
、
自
分
の
役
割
に

徹
し
き
っ
て
協
力
し
て
い
く
の
で
す
。

　

頭
が
一
番

大
切
で
、
手

足
は
ど
う
で

も
よ
い
・
・
・

な
ん
て
こ
と

は
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
れ
ぞ

れ
が
、
自
分
の
持
ち
場
を
大
切
に
、
コ
ツ

コ
ツ
と
働
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
社

会
は
、
生
命
体
の
こ
う
し
た
働
き
、
仕
組

み
を
う
ま
く
取
り
入
れ
て
い
く
べ
き
で

し
ょ
う
。

　

大
自
然
の
思
い
に
沿
っ
て
働
く
と
き
、

す
ば
ら
し
い
力
が
出
ま
す
。
限
界
を
突
き

破
っ
て
、
す
ば
ら
し
い
人
間
に
な
れ
ま

す
。
そ
し
て
、
今
ま
で
の
価
値
観
を
変
え

る
よ
う
な
、
世
直
し
に
な
る
よ
う
な
動
き

に
発
展
す
る
で
し
ょ
う
。

　

初
秋
の
耶
馬
渓
橋
（
大
分
県
）

 
政

策 
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０
０
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０
０
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付
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概
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一
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平
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年
９
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日
現
在
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１７

１２

 
随

想 

無
常
と
狂
騒
の
数
年 
…
…
…
…
…
…
…
… 
宮
城
県
唐
桑
町
長　

佐
藤
和
則　
 
…
…�

閑話休題

筑
波
大
学
名
誉
教
授　

村
上　

和
雄

一
人
は
全
員
の
た
め
に
、

　
　

全
員
は
一
人
の
た
め
に
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第
Ⅰ
編　

気
候
変
動
が
水
資
源

に
与
え
る
影
響

　

地
球
温
暖
化
に
よ
り
地
球
規
模
の
気
候

が
大
き
く
変
動
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る

中
、
大
気
や
海
水
の
流
れ
に
国
境
は
な
く

日
本
の
気
候
に
つ
い
て
も
当
然
、
大
き
な

変
動
が
生
じ
る
と
予
測
さ
れ
る
。
こ
こ
で

は
将
来
の
気
候
変
動
に
つ
い
て
の
予
測
結

果
と
と
も
に
、
こ
れ
が
日
本
の
水
資
源
に

与
え
る
影
響
に
つ
い
て
モ
デ
ル
流
域
に
お

け
る
試
算
を
一
例
と
し
て
紹
介
す
る
。

１
、
気
候
変
動
に
関
す
る
研
究
等

１－

１　

地
球
温
暖
化
予
測

・
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
第

三
次
評
価
報
告
書
に
示
さ
れ
た
気
候
変
動

に
対
す
る
将
来
の
予
測
結
果
の
概
要
は
以

下
の
と
お
り
。

①
地
球
の
平
均
地
上
気
温
は
１
９
９
０
年

か
ら
２
１
０
０
年
ま
で
の
間
に
１
・
４
〜

５
・
８
℃
上
昇
す
る
と
予
測
さ
れ
る

②
地
球
の
平
均
水
蒸
気
量
と
平
均
降
水
量

は
多
く
の
シ
ナ
リ
オ
で　

世
紀
中
は
増
加

２１

す
る
と
予
測
さ
れ
る
。

　

平
均
降
水
量
の
増
加
す
る
地
域
の
多
く

で
は
、
降
水
量
の
年
々
の
変
動
も
大
き
く

な
る
可
能
性
が
か
な
り
高
い
。

１－

２　

日
本
の
気
候
の
推
移

 

気
温
の
推
移

・
１
８
９
８
年
か
ら
２
０
０
４
年
ま
で
の

約
１
０
０
年
間
に
お
け
る
日
本
の
年
平
均

地
上
気
温
は
約
１
・
０
℃
上
昇
。

 

降
水
量
の
推
移

・
年
降
水
量
は
、
１
８
９
８
年
か
ら
２
０

０
４
年
ま
で
の
約
１
０
０
年
間
に
お
い
て

減
少
傾
向
に
あ
る
と
と
も
に
、
１
９
６
０

年
代
半
ば
頃
か
ら
多
雨
の
年
と
少
雨
の
年

の
差
が
大
き
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

 

降
雪
量
の
推
移

・
年
降
雪
量
は
、
北
日
本
日
本
海
側
で
は

顕
著
な
変
化
は
認
め
ら
れ
な
い
が
、
東
日

本
日
本
海
側
の
降
雪
量
は
１
９
８
０
年
代

後
半
か
ら
急
激
に
減
少
し
て
い
る
。

１－

３　

１
０
０
年
後
の
気
候
変
動
の
予

測
 

全
球
大
気
・
海
洋
結
合
モ
デ
ル
「
Ｍ
Ｉ

Ｒ
Ｏ
Ｃ
」
に
よ
る
予
測

・
国
立
大
学
法
人
東
京
大
学
気
候
シ
ス
テ

ム
研
究
セ
ン
タ
ー
、
独
立
行
政
法
人
国
立

環
境
研
究
所
及
び
独
立
行
政
法
人
海
洋
研

究
開
発
機
構
地
球
環
境
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
研

究
セ
ン
タ
ー
の
合
同
研
究
チ
ー
ム
に
よ
り

予
測
さ
れ
た
将
来
の
日
本
の
気
候
特
性
の

変
化
に
つ
い
て
紹
介
す
る
（
Ａ
１
Ｂ
シ
ナ

リ
オ
）。

①
気
温
の
変
化

・
約
１
０
０
年
後
の
日
本
の
夏
の
平
均
気

⑴⑵⑶⑴

国土交通省はこのたび、2005年版の水資源白書を公表した。今回の白書では集　国土交通省はこのたび、2005年版の水資源白書を公表した。今回の白書では集

中豪雨や干ばつなどの異常気象が各地で多発している状況などから「気候変動が水中豪雨や干ばつなどの異常気象が各地で多発している状況などから「気候変動が水

資源に与える影響」を特集している。「気候変動に関する政府間パネル（ＩＰＣＣ）」資源に与える影響」を特集している。「気候変動に関する政府間パネル（ＩＰＣＣ）」

のデータなどをもとに、100年後の気温や降水量を予測。それによると100のデータなどをもとに、100年後の気温や降水量を予測。それによると100年後の年後の

日本の夏の平均気温は現在より２～４℃高くなり、最高気温が30℃を超える真夏日日本の夏の平均気温は現在より２～４℃高くなり、最高気温が30℃を超える真夏日

や熱帯夜が全国的に増加する傾向があるという。また降水量では、年間で「雨が降や熱帯夜が全国的に増加する傾向があるという。また降水量では、年間で「雨が降

らない日数」と「強い雨が降る日数」がともに増加すると予測し、100年後には渇らない日数」と「強い雨が降る日数」がともに増加すると予測し、100年後には渇

水と豪雨の危険性が増大するおそれがあるとしている。水と豪雨の危険性が増大するおそれがあるとしている。

白書は、こうした気候変動が治水、利水に及ぼす影響について、将来年降水量が　白書は、こうした気候変動が治水、利水に及ぼす影響について、将来年降水量が

増大しても水資源の安定性が向上するものではない－としており、今後の安全で快増大しても水資源の安定性が向上するものではない－としており、今後の安全で快

適な国土づくりのためには、こうしたシュミレーションをもとにした水資源マネジ適な国土づくりのためには、こうしたシュミレーションをもとにした水資源マネジ

メントの確立と多方面からの取り組みの必要性を指摘している。メントの確立と多方面からの取り組みの必要性を指摘している。

１
０
０
年
後
渇
水
と
豪
雨
の
危
険
性
が
増
大

１
０
０
年
後 
渇
水
と
豪
雨
の
危
険
性
が
増
大

〜
日
本
の
将
来
気
候
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
〜

〜
日
本
の
将
来
気
候
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
〜
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温
は
現
在
に
比
べ
て
２
〜
４
℃
上
昇
す

る
。

・
こ
れ
に
伴
い
日
最
高
気
温
が　

℃
を
超

３０

え
る
真
夏
日
の
年
間
日
数
も
増
加
す
る
。

②
降
水
量
の
変
化

・　

〜　

世
紀
に
お
け
る
日
本
の
夏
（
６

２０

２１

〜
８
月
）
の
平
均
降
水
量
の
推
移
に
つ
い

て
は
、
降
水
量
の
増
加
と
と
も
に
年
々
の

変
動
幅
も
増
加
す
る
様
子
が
み
ら
れ
る
。

③
強
度
別
降
水
頻
度
の
変
化

・
無
降
水
日
（
日
降
水
量
１
㎜
未
満
）
が

お
お
む
ね
全
国
的
に
増
加
す
る
。

・
弱
雨
日
（
日
降
水
量
１
〜　

㎜
）
は
減

３０

少
し
、
強
雨
日
（
日
降
水
量　

㎜
以
上
）

５０

が
増
加
す
る
。

・
約
１
０
０
年
後
に
は
渇
水
と
豪
雨
の
危

険
性
が
増
大
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。

 

地
域
気
候
モ
デ
ル
「
Ｒ
Ｃ
Ｍ　

」
に
よ

２０

る
予
測

・
気
象
庁
及
び
気
象
研
究
所
に
よ
り
予
測

⑵

さ
れ
た
将
来
の
日
本
の
気
候
特
性
の
変
化

に
つ
い
て
紹
介
す
る
（
Ａ
２
シ
ナ
リ
オ
）。

①
気
温
の
変
化

・
年
平
均
気
温
は
全
国
的
に
上
昇
し
、
約

１
０
０
年
後
は
現
在
に
比
べ
て
約
２
〜
３

℃
程
度
上
昇
す
る
。

・
こ
れ
に
伴
い
年
間
の
冬
日
（
最
低
気
温

が
０
℃
未
満
）日
数
は
全
国
的
に
減
少
し
、

熱
帯
夜
（
最
低
気
温　

℃
以
上
）
日
数
は

２５

全
国
的
に
増
加
す
る

②
降
水
量
の
変
化

・
約
１
０
０
年
後
の
年
降
水
量
に
つ
い
て
、

現
在
と
比
べ
て
九
州
南
部
の
一
部
で
減
少

す
る
も
の
の
、
ほ
と
ん
ど
の
地
域
で
増
加

す
る
。

③
強
度
別
降
水
頻
度
の
変
化

・
日
降
水
量
が
１
０
０
㎜
以
上
の
年
間
日

数
の
変
化
量
は
、
ほ
と
ん
ど
の
地
域
で
増

加
す
る
。

・
無
降
雨
日
数
の
変
化
は
一
部
の
地
域
を

除
い
て
増
加
す
る
。

④
降
雪
の
変
化

・
降
雪
量
は
北
海
道
か
ら
山
陰
に
か
け
て

の
日
本
海
側
を
中
心
に
大
き
く
減
少
す

る
。

 

ま
と
め

・
い
ず
れ
の
予
測
結
果
に
お
い
て
も
現
在

と
比
べ
た
定
性
的
傾
向
に
本
質
的
な
違
い

は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
日
本
全
体
を
概
観

す
れ
ば
気
温
が
上
昇
し
、
年
間
総
降
水
量

が
増
大
す
る
が
、
降
水
量
に
つ
い
て
は
変

動
も
大
き
く
な
り
、
豪
雨
の
日
が
増
加
す

る
。

・
ま
た
逆
に
無
降
雨
日
の
日
数
も
増
加
す

る
、
と
予
測
し
て
い
る
。

・
水
資
源
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
年
降
水
量

が
増
加
す
る
に
し
て
も
、
そ
の
時
間
的
偏

り
は
一
層
激
し
く
な
る
こ
と
か
ら
安
定
的

な
水
資
源
量
は
減
少
す
る
こ
と
も
考
え
ら

れ
る
。

２
、
気
候
変
動
が
水
資
源
に
与
え

る
影
響

２－

１　

気
候
モ
デ
ル
と
水
文
モ
デ
ル

・
流
域
毎
の
降
水
量
を
予
測
す
る
こ
と
に

よ
り
河
川
流
出
量
を
予
測
す
る
モ
デ
リ
ン

グ
に
つ
い
て
は
、
気
候
予
測
結
果
の
ダ
ウ

ン
ス
ケ
ー
リ
ン
グ
手
法
等
、
解
決
す
べ
き

課
題
も
多
い
が
、
気
候
変
動
が
水
資
源
に

与
え
る
影
響
に
つ
い
て
利
根
川
流
域
を
対

象
と
し
て
試
算
し
た
結
果
を
紹
介
す
る
。

・
な
お
本
試
算
は
、
そ
の
絶
対
値
を
実
際

の
流
量
、
ダ
ム
貯
水
量
等
と
直
接
比
較
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
本
試
算
に
お
け
る

現
在
と
将
来
と
の
相
対
的
な
変
化
の
傾
向

に
意
味
が
あ
る
。

２－

２　

河
川
流
出
量
等
の
予
測

⑶

 

河
川
流
出
量
の
予
測

・
将
来
の
気
候
変
動
に
伴
う
河
川
流
出
量

の
変
動
に
つ
い
て
、
積
雪
融
雪
モ
デ
ル
が

組
み
込
ま
れ
た
流
出
計
算
モ
デ
ル
に
気
温

及
び
降
水
量
の
現
在
再
現
結
果
及
び
将
来

予
測
結
果
を
入
力
す
る
こ
と
に
よ
り
、
現

在
（
１
９
８
１
〜
２
０
０
０
年
）
及
び
約

１
０
０
年
後（
２
０
８
１
〜
２
１
０
０
年
）

の
利
根
川
の
流
出
量
を
求
め
、
こ
れ
を
比

較
し
た
。

・
Ａ
１
Ｂ
シ
ナ
リ
オ
に
よ
る
気
温
及
び
降

水
量
の
予
測
結
果
を
入
力
し
た
場
合
の
河

川
流
出
量
の
変
化
を
紹
介
す
る
。

①
矢
木
沢
地
点

・
矢
木
沢
地
点
に
お
け
る
流
量
は
、
約
１

０
０
年
後
は
融
雪
期
に
生
じ
る
最
大
流
量

が
現
在
に
比
べ
て
減
少
し
、
最
大
流
量
の

発
生
時
期
が
約
１
ヶ
月
程
度
早
く
な
っ
て

い
る
。

・
年
総
流
出
量
は
現
在
と
お
お
む
ね
同
等

で
あ
る
が
、
月
別
に
見
る
と
冬
季
は
増
加

し
て
い
る
一
方
、
５
、
６
月
は
融
雪
に
伴

う
流
出
量
が
大
き
く
減
少
す
る
。

②
利
根
大
堰
地
点

・
利
根
大
堰
地
点
に
お
け
る
流
量
は
、
約

１
０
０
年
後
は
融
雪
期
の
４
〜
５
月
を
除

き
、
現
在
に
比
べ
て
お
お
む
ね
増
加
し
て

い
る
。
特
に
梅
雨
か
ら
台
風
期
に
お
け
る

流
量
の
増
加
が
顕
著
で
あ
る
。

・
年
総
流
出
量
は
現
在
に
比
べ
て
や
や
増

加
し
て
い
る
。

・
月
別
に
見
る
と
４
、
５
月
は
現
在
に
比

べ
て
減
少
な
い
し
は
同
程
度
で
、
他
の
月

は
、
増
加
す
る
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。

 

ダ
ム
貯
量
の
変
化

・
将
来
の
河
川
流
出
量
の
変
化
に
伴
い
、

利
根
川
流
域
に
お
け
る
８
ダ
ム
等
（
矢
木

⑴⑵

日本の領域で平均した夏季の平均気温の推移

日本の夏の平均降水量の推移
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沢
ダ
ム
、
奈
良
俣
ダ
ム
、
藤
原
ダ
ム
、
相

俣
ダ
ム
、
薗
原
ダ
ム
、
下
久
保
ダ
ム
、
草

木
ダ
ム
、
渡
良
瀬
遊
水
池
）
の
合
計
の
貯

水
量
が
ど
の
よ
う
に
変
化
す
る
か
、
簡
略

化
し
た
ダ
ム
運
用
計
算
モ
デ
ル
で
試
算
し

た
。

・
将
来
の
年
降
水
量
及
び
年
総
流
出
量
は

現
在
に
比
べ
て
増
加
す
る
も
の
の
、
貯
水

量
が
低
下
す
る
頻
度
及
び
程
度
が
少
な
く

な
る
傾
向
は
み
ら
れ
ず
、
シ
ナ
リ
オ
に

よ
っ
て
は
か
え
っ
て
多
く
な
る
場
合
も
見

受
け
ら
れ
る
。

２－

３　

水
資
源
の
安
定
性
の
確
保
に
向

け
て

・
利
根
川
を
対
象
と
し
た
試
算
で
は
、
将

来
に
お
い
て
年
降
水
量
が
増
大
し
て
も
水

資
源
の
安
定
性
は
必
ず
し
も
向
上
す
る
も

の
で
は
な
い
。

・
将
来
の
気
候
変
化
と
し
て
は
無
降
水
日

の
増
加
や
降
雪
量
の
減
少
等
も
予
測
さ
れ

て
お
り
、
地
域
に
よ
っ
て
は
渇
水
の
危
険

性
が
高
ま
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

・
気
候
変
動
に
よ
る
水
資
源
へ
の
影
響
予

測
の
高
精
度
化
の
た
め
に
は
気
候
モ
デ
ル

の
さ
ら
な
る
高
解
像
度
化
等
、
多
く
の
課

題
を
解
決
す
る
必
要
が
あ
る
。

・
現
時
点
で
は
将
来
の
日
本
の
水
資
源
へ

の
影
響
に
つ
い
て
、
例
え
ば
地
域
に
よ
っ

て
差
異
が
生
じ
る
の
か
と
い
っ
た
点
に
つ

い
て
信
頼
の
お
け
る
結
論
は
出
て
い
な

い
。

・
し
か
し
、
こ
う
し
た
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
結
果
か
ら
治
水
、
利
水
を
含
め
水
資
源

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
視
点
に
基
づ
い
て
有
用

な
方
向
性
を
見
い
だ
し
て
い
く
こ
と
は
、

今
後
の
安
全
、
安
心
で
快
適
な
国
土
づ
く

り
に
と
っ
て
非
常
に
重
要
な
課
題
で
あ

り
、
多
方
面
か
ら
の
緊
急
な
取
り
組
み
が

望
ま
れ
る
。

第
Ⅱ
編　

平
成　

年
度
の
日
本

16

の
水
資
源
の
状
況

１
、
水
使
用
の
現
状

・
平
成　

年
に
お
け
る
我
が
国
の
水
使
用

１４

量
（
取
水
量
ベ
ー
ス
）
は
約
８
５
２
億 

／
年
。

・
生
活
用
水
約
１
６
３
億 

／
年
、
工
業

用
水
約
１
２
３
億 

／
年
、
農
業
用
水
約

５
６
６
億 

／
年
。

・
生
活
用
水
の
使
用
量
は
約
１
４
２
億 

／
年
（
有
効
水
量
ベ
ー
ス
）
で
対
前
年
比

０
・
５
％
減
。

㎥

㎥

㎥

㎥

㎥

・
一
人
一
日
平
均
使
用
量
は
３
１
６
リ
ッ

ト
ル
／
人
・
日
で
対
前
年
比
０
・
７
％
減

（
平
成　

年
）。

１４

・
工
業
用
水
の
淡
水
使
用
量
は
約
５
３
７

億 

／
年
（
有
効
水
量
ベ
ー
ス
）
で
対
前

年
比
０
・
５
％
減
。

・
回
収
率
は　

・
０
％
。
淡
水
補
給
量
は

７９

約
１
１
２
億 

／
年
で
対
前
年
比
３
・
４

％
減
（
平
成　

年
）。

１４

・
そ
の
他
、
消
流
雪
用
水
で
約
８
億 

／

年
、
養
魚
用
水
で
約　

億 

／
年
を
使
用

５８

（
平
成　

年
度
）。

１５

２
、
水
資
源
開
発
の
現
状

 

河
川
水

・
ダ
ム
等
の
水
資
源
開
発
施
設
に
よ
る
都

市
用
水
の
開
発
水
量
は
約
１
６
８
億 

／
年
。
水
道
用
水
が
約
１
０
８
億 

／

年
、
工
業
用
水
が
約　

億 

／
年
（
平
成

６１

　

年
３
月
末
）。

１７・
平
成　

年
度
に
全
国
で
６
施
設
が
完
成

１６

し
、
開
発
水
量
は
、
都
市
用
水
が
約
１
２

５
百
万 

／
年
（
水
道
用
水
約
１
２
３
百

万 

／
年
、
工
業
用
水
約
３
百
万 

／

年
）、
農
業
用
水
が
約
９
百
万 

／
年
。

・
都
市
用
水
の
不
安
定
取
水
量
（
河
川
水

が
豊
富
な
と
き
だ
け
取
水
可
能
な
量
）は
、

全
国
で
約　

億 

／
年
（
平
成　

年
末
）

１２

１６

で
あ
り
、
平
成　

年
の
都
市
用
水
の
使
用

１４

量
に
対
す
る
割
合
は
約
４
・
０
％
。

 

地
下
水

・
地
下
水
使
用
量
は
約
１
０
６
億 

／

年
、
都
市
用
水
に
つ
い
て
は
約　

％
が
依

２６

存
（
平
成　

年
）。

１３

 

そ
の
他
の
水
資
源

・
下
水
処
理
水
は
約
１
３
９
億 

／
年
が

発
生
。
約
２
億 

の
水
量
が
処
理
場
外

㎥

㎥

㎥

㎥

⑴

㎥
㎥

㎥

㎥

㎥

㎥

㎥

㎥

⑵

㎥

⑶

㎥

㎥

で
再
利
用
（
平
成　

年
度
）。

１４

・
海
水
淡
水
化
施
設
か
ら
水
道
用
水
と
し

て
約
０
・　

億 

／
年
を
供
給
（
平
成　

０９

１５

年
度
）。

３
、
平
成　

年
の
渇
水
の
状
況
等

１６

・
沖
縄
県
で
は
前
年
、
記
録
的
な
少
雨
の

影
響
で
夜
間
断
水
が
実
施
さ
れ
た
が
、
平

成　

年
６
月
に
は
解
除
。

１６
４
、
水
資
源
と
環
境

・
河
川
の
水
質
環
境
基
準
の
達
成
率
は
約

　

％
（
平
成　

年
度
）。

８７

１５

・
湖
沼
の
水
質
環
境
基
準
の
達
成
率
は
約

　

％
（
平
成　

年
度
）。

５５

１５

５
、
地
下
水
の
保
全
と
適
正
な
利
用

平
成　

年
度
に
年
間
２
㎝
以
上
沈
下
し
た

１５

地
域
は
全
国
で
６
地
域
３ 

（
平
成　

年
１４

度
は
８
地
域
４
６
１ 

）。

６
、
水
資
源
の
有
効
利
用

・
雑
用
水
利
用
は
全
国
で
お
よ
そ
２
、
７

９
０
ヶ
所
、
一
日
あ
た
り
約　

万 

。
全

４２

国
の
生
活
用
水
使
用
量
の
約
１
％
に
相
当

（
平
成　

年
度
）。

１４

・
関
東
臨
海
地
域
及
び
北
九
州
地
域
の
両

地
域
で
全
国
の
約　

％
。

６０

７
、
水
源
地
域
対
策
の
充
実

・
水
源
地
域
対
策
特
別
措
置
法
に
基
づ
き
、

平
成　

年
度
に
は
、
南
摩
ダ
ム
（
栃
木

１６

県
）、
椛
川
ダ
ム
（
香
川
県
）、
伊
良
原
ダ

ム
（
福
岡
県
）
を
指
定
。

・
平
成　

年
６
月
末
に
お
け
る
指
定
ダ
ム

１７

等
の
数
は　

施
設
。

８８

－

以
下
略－

㎥

㎢

㎢

㎥

全国の水使用量
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活 動

　

総
務
省
は
８
月　

日
、
平
成　

年

30

18

度
の
地
方
交
付
税
・
地
方
特
例
交
付

金
の
概
算
要
求
額
を
決
定
し
た
。
自

治
体
に
配
分
す
る
出
口
ベ
ー
ス
で
の

交
付
税
額
は　

年
度
比
２
・
７
％
減

17

の　

兆
４
、
４
１
９
億
円
と
な
っ
て

16
い
る
。
そ
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。

　

全
国
町
村
会
（
会
長
・
山
本
文
男
福

岡
県
添
田
町
長
）な
ど
地
方
六
団
体
は
、

各
省
庁
の
概
算
要
求
が
財
務
省
に
提
出

さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
８
月　

日
、「
平

31

成　

年
度
予
算
概
算
要
求
に
関
す
る
共

18
同
声
明
」
を
決
定
、
公
表
し
た
。

平
成　

年
度
予
算
概
算
要
求

１８

に
関
す
る
共
同
声
明

　

本
日
、
各
省
庁
は
平
成　

年
度
予
算

１８

概
算
要
求
書
を
財
務
省
に
提
出
し
た
。

　

我
々
地
方
六
団
体
は
、
政
府
の
要
請

･

に
基
づ
き
、
国 
地
方
を
通
じ
た
税
財

･

政
改
革
を
進
め
地
方
の
自
由
度 
裁
量

性
を
高
め
る
た
め
、
昨
年
提
出
し
た
地

方
の
改
革
案
に
引
き
続
き
、
平
成　

年
１８

度
の
政
府
の
概
算
要
求
に
反
映
で
き
る

よ
う
、
７
月　

日
に
「
国
庫
補
助
負
担

２０

金
等
に
関
す
る
改
革
案
（
２
）」
を
提
出

し
た
が
、
こ
れ
ら
の
国
庫
補
助
負
担
金

改
革
が
、
概
算
要
求
に
反
映
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
は
、
誠
に
遺
憾
で
あ
る
。

　

と
り
わ
け
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
金

に
つ
い
て
は
、
平
成　

年　

月　

日
の

１６

１１

２６

政
府
・
与
党
合
意
に
お
い
て
、
税
源
移

譲
額
２
・
４
兆
円
の
内
数
と
し
て
、
地

方
の
改
革
案
ど
お
り
８
、
５
０
０
億
円

を
税
源
移
譲
の
対
象
と
す
る
と
さ
れ
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
文
部
科
学
省

は
、
平
成　

年
度
暫
定
措
置
４
、
２
５

１７

０
億
円
を
復
元
し
、
国
庫
負
担
率
２
分

の
１
と
し
た
約
２
兆
５
千
億
円
を
要
求

し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
概
算
要
求
は
、
地
方
の

改
革
案
に
反
す
る
の
み
な
ら
ず
、
政
府

の
一
員
と
し
て
当
然
尊
重
し
守
る
べ
き

政
府
・
与
党
合
意
を
全
く
無
視
し
た
も

の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
そ
の
他
の
国
庫
補
助
負
担
金

に
つ
い
て
も
、
各
省
庁
は
、
地
方
分
権

改
革
の
意
義
を
理
解
せ
ず
、
国
庫
補
助

負
担
金
の
一
般
財
源
化
を
行
う
こ
と
な

く
、
依
然
と
し
て
国
に
権
限
と
財
源
を

残
す
た
め
、
交
付
金
化
や
統
合
化
し
て

い
る
。

　

今
後
、政
府
に
お
い
て
は
、真
の
地
方

分
権
改
革
の
実
現
を
図
る
た
め
、
我
々

地
方
六
団
体
が
政
府
の
要
請
に
真
摯
に

対
応
し
、
２
度
に
わ
た
り
提
出
し
た
地

方
の
改
革
案
に
沿
っ
て
、
国
庫
補
助
負

担
金
改
革
を
行
う
よ
う
強
く
求
め
る
。

を
大
幅
に
拡
大
す
る
改
革

を
実
施
。

 

税
源
移
譲
に
伴
う
財

政
力
格
差
が
拡
大
し
な
い

よ
う
、
交
付
税
の
算
定
等
を
通
じ
て
適

切
院
対
応
。
ま
た
、
引
き
続
き
、
交
付

税
の
算
定
方
法
の
簡
素
化
を
推
進
。

２
、
地
方
一
般
財
源
の
総
額
の
確
保
と

地
方
財
政
の
健
全
化
等

 

国
の
歳
出
の
見
直
し
と
歩
調
を
合

わ
せ
て
地
方
財
政
計
画
の
歳
出
を
見
直

し
、
地
方
財
源
不
足
の
圧
縮
に
努
め
つ

つ
、
地
域
に
お
い
て
必
要
な
行
政
課
題

に
対
し
て
は
、
適
切
に
財
源
措
置
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、
地
方
公
共
団
体
の
安

定
的
な
財
政
運
営
に
必
要
な
地
方
交
付

税
、
地
方
税
な
ど
の
一
般
財
源
の
総
額

を
確
保
。

 

地
方
債
に
つ
い
て
、
許
可
制
度
か
ら

協
議
制
度
へ
の
円
滑
な
以
降
を
図
る
と

と
も
に
、
地
方
公
共
団
体
が
当
面
す
る

政
策
課
題
に
対
応
し
て
社
会
資
本
の
整

備
を
重
点
的
、
効
率
的
に
推
進
で
き
る

よ
う
、
必
要
な
地
方
債
資
金
を
確
保
。

 

「
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」
の
平
成　

年
１７

度
内
公
表
な
ど
「
新
地
方
行
革
指
針
」

を
着
実
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、
給
与

情
報
及
び
財
政
状
況
に
関
す
る
情
報
開

示
を
徹
底
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、
定

員
・
給
与
の
適
正
化
等
地
方
行
革
を
強

力
に
推
進
。

⑶

⑴⑵⑶

平
成　

年
度
の
地
方
財
政
の
課
題

１８

１
、
三
位
一
体
の
改
革
の
確
実
な
実
現

　

三
位
一
体
の
改
革
の
全
体
像
に
係
る

政
府
・
与
党
合
意
（
平
成　

年　

月　

１６

１１

２６

日
）
を
踏
ま
え
、
平
成　

年
度
ま
で
の

１８

三
位
一
体
の
改
革
を
確
実
に
実
現
。

 

平
成　

年
度
税
制
改
革
で
、
個
人
住

１８

民
税
（
所
得
割
）
の　

％
比
例
税
率
化

１０

を
行
い
、
３
兆
円
規
模
の
税
源
移
譲
を

実
施
。

 

地
方
六
団
体
が
取
り
ま
と
め
た
国

庫
補
助
負
担
金
の
改
革
案
を
尊
重
し
、

３
兆
円
規
模
の
税
源
移
譲
に
結
び
つ
く

改
革
、
地
方
の
裁
量
度
を
高
め
自
主
性

⑴⑵
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政 策

（単位：兆円）

特記事項　
18年度　17年度

区　　　　分　
伸び率（％）増減　　

　％兆円兆円兆円（歳　出）

基本方針2003（１万人純減）△0.4△0.122.622.7給 与 関 係 経 費

　2.30.523.623.1一 般 行 政 経 費

Ｈ⑱概算要求基準、政府・与党合意2.80.210.310.1補　　助

基本方針2003（前年度の水準以下）△0.0△0.012.212.2単　　独

政府・与党合意皆増0.10.10.0単　　独（Ｈ⑱－財化分）

政府・与党合意21.40.21.00.8国民健康保険関係事業費

　△3.0△0.619.119.7投 資 的 経 費

Ｈ⑱概算要求基準△3.0△0.27.17.3直 轄 ・ 補 助

基本方針2003（Ｈ②～③の水準）△3.0△0.412.012.4単　　独

公債費の増0.90.218.418.2そ　　の　　他

　△0.2△0.267.167.3一 般 歳 出 計

　0.00.083.883.8計

　　　　　（歳入）

税制改正影響分を含む2.71.035.034.0地 方 税 等（※１）

定率減税１／２廃止反映△29.8△0.30.60.9地方特例交付金（※２）

政府・与党合意71.91.33.01.7所得譲与税及び税源移譲予定特例交付金

　△2.7△0.516.416.9地 方 交 付 税

　△5.7△0.22.42.6うち臨時財政対策加算等（※３）

Ｈ⑱概算要求基準、政府・与党合意△9.0△1.010.211.2国 庫 支 出 金

Ｈ⑱概算要求基準（特別分含む）△3.6△0.511.812.3地　　方　　債

　△4.8△0.23.63.8うち臨時財政対策債等（※４）

　0.00.06.76.7そ　　の　　他

　0.00.055.655.6一 般 財 源（※５）

　0.00.083.883.8計

（参考）
平成18年度地方財政収支の８月仮試算【概算要求時】

注）１　国のＨ⑱概算要求基準、累次の「基本方針」、三位一体の改革の全体像に係る政府・与党合意及び構造改革と経済財政

の中期展望－2004年度改定」等を前提に作成したものであり、計数は全て仮置きである。

　　２　当該仮試算により仮定計算した通常収支の不足額7.3兆円（Ｈ⑰7.5兆円）については、臨時財政対策加算等の対策を講じ

ることにより対処することを前提としている。

　　３　※１の「地方税等」は、地方税及び所得譲与税を除く地方譲与税の合計額、※２の「地方特例交付金」は地方特例交付

金のうち減税補てん特例交付金の額、※３のうち「臨時財政対策加算等」は、臨時財政対策加算及び法定加算の合計額、

※４の「うち臨時財政対策債等」は臨時財政対策債及び減税補てん債の合計額、※５の「一般財源」は、地方税等（※

１の地方税等と同じ、地方交付税、臨時財政対策債、減税補てん特例交付金及び減税補てん債の合計額である。
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政 策

平成18年度（仮試算）における地方一般財源の姿
　　　　増減額　　　　Ｈ18　　　　Ｈ17　

＋1.0兆円35.0兆円34.0兆円○地方税等　　　　　　　①

（うち税制改正影響分　＋0.5兆円）　　　

△0.5兆円1.0兆円1.5兆円○減税補てん特例交付金等②

△0.5兆円16.4兆円16.9兆円○地方交付税　　　　　　③

0.0兆円3.2兆円3.2兆円○臨時財政対策債　　　　④

0.0兆円55.6兆円55.6兆円一般財源（①＋②＋③＋④）

（注）
【地方交付税】
１　この概算要求は、国の概算要求基準、累次の「基本方針」、平成18年度までの三位一体の改革の全体像に係る政府・与党合意（既に決定し
ている（暫定分を含む）2.4兆円ベース）、「構造改革と経済財政の中期展望－2004年度改定」等を前提とした仮置きの計数によるものであり、
今後、経済情勢の推移、人事院勧告の取扱い、税制改正の内容、国の予算編成の動向、三位一体の改革の状況等を踏まえ、地方財政収支の
状況等について検討を加え、要求内容の修正を行う。
２　国税及び地方税の税収見積り等については、名目経済成長率、弾性値等に関し、「構造改革と経済財政の中期展望－2004年度改定」等をも
とに一定の前提を置き、機械的に積算している。
３　「一般会計からの繰入れ」は、「法定率分」のほか、「法定加算分」及び「平成18年度地方財政収支の８月仮試算【概算要求時】」（参考）の
財源不足額を基礎にして求めた「臨時財政対策加算分」を計上している。
４　「前年度からの繰越分」は、国税五税の平成16年度補正後収入見込額と決算額との差額に対応する法定率分の額について、平成17年度にお
いて精算した上で平成18年度へ繰り越すものと仮定して計上している。
５　「剰余金の活用」は、交付税及び譲与税配付金特別会計における剰余金を、現時点では正確に見込むことができないため、平成17年度と同
額を仮に計上している。
６　覚書に基づいて一般会計から加算することとされている額については、平成17年度と同様、法定化した上で後年度に加算することを前提
としているが、今後の地方財政の状況に応じて要求を行う場合がある。
７　地方交付税を国税収納金整理資金から、直接、交付税及び譲与税配付金特別会計に繰り入れる措置について、今後、地方分権推進計画等
を踏まえた検討を行い、必要な場合には、法改正及び概算要求の修正を行う。

【地方特例交付金】
　この概算要求は、仮置きの計数であり、減税補てん特例交付金については、税収見積り等について、税制改正の内容を踏まえつつ、名目経
済成長率、弾性値等に関し、「構造改革と経済財政の中期展望－2004年度改定」等をもとに一定の前提を置き、機械的に積算したもの、税源移
譲予定特例交付金については、義務教育教職員の退職手当及び児童手当に係る分については平成18年度所要見込額を、義務教育費国庫負担金
の暫定分については「政府・与党合意」に基づき8,500億円を、仮に計上したものである。今後、経済情勢の推移、税制改正の内容、国の予算
編成の動向、「三位一体の改革」の状況等を踏まえ、修正を行う。

※「地方税等」は地方税及び所得譲与税を除く地方譲与税の合計額、「減税補てん特例交付金等」は減税補てん特例交付金及び減税補てん債の合計額である。

平成18年度地方交付税・地方特例交付金概算要求（案）の概要
（単位：億円）交付税及び譲与税配付金特別会計

備　考
増減率
Ｃ／Ｂ
（％）

増減額
（Ａ－Ｂ）
Ｃ

平成17年度
予算額
Ｂ

平成18年度
要求額
Ａ

項　　　目

　　　　　〈地方交付税〉
入口ベース3.95,695145,709151,404一般会計からの繰入れ　①
　6.07,167119,810126,977うち法定率分

　20.58724,2585,130　　法定加算分

　△　　　10.8△　　2,34421,64119,297　　臨時財政対策加算分

　△　　25.4△　　4,04715,91111,864新規借入金
　0.00△　　799△　　799借入金償還
　2.8△　　183△　　6,591△　　6,774借入金等利子
　△　　58.2△　　6,02510,3474,322前年度からの繰越分
　0.004,4004,400剰余金の活用
　△　　10.5△　　　022返還金
出口ベース△　　　2.7△　　4,560168,979164,419計

　　　　　〈地方特例交付金〉
　12.71,92515,18017,105一般会計からの繰入れ　②
　△　　　29.8△　　2,6508,8886,238うち減税補てん特例交付金

　72.74,5756,29210,867　　税源移譲予定特例交付金

　4.77,619160,889168,508合計　①＋②

表示単位未満を四捨五入しており、積み上げと一致しない場合がある。
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全
会
計
を
対
象
と
す
る
財
政
改
革

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
策
定
し
た
町
は
、
財

政
改
革
の
一
環
と
し
て
平
成　

年
度

１８

に
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
の
立
て

直
し
に
取
り
組
む
こ
と
に
し
た
。
受

益
者
負
担
の
観
点
か
ら
税
に
占
め
る

応
益
割
の
割
合
を
引
き
上
げ
る
と
と

も
に
、
所
得
割
、
資
産
割
の
税
率
に

つ
い
て
の
引
き
上
げ
も
検
討
す
る
。

 

 

　

町
は
、
国
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い

る
「
慧
日
寺
（
え
に
ち
じ
）
跡
」
に

建
立
当
時
の
金
堂
を
復
元
す
る
。
慧

日
寺
は
、
平
安
時
代
に
天
台
宗
の
最

澄
と
論
争
を
繰
り
広
げ
た
こ
と
で
知

ら
れ
る
僧
徳
一
が
建
て
た
と
さ
れ
る

名
刹
だ
が
、
建
物
は
ほ
と
ん
ど
残
っ

て
い
な
い
。
今
年
か
ら
平
成　

年
に

１９

か
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

 

 

　

町
は
、
若
い
母
親
層
を
中
心
に
携

帯
電
話
を
情
報
源
と
す
る
町
民
が
増

え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
町
施
策
の
最

新
情
報
を
携
帯
電
話
に
メ
ー
ル
配
信

す
る
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
た
。
提
供
す

る
内
容
は
、
子
育
て
支
援
、
保
育
園

情
報
、
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
な
ど

で
、
メ
ー
ル
登
録
者
に
情
報
更
新
ご

と
に
一
斉
配
信
す
る
。

 

 

　

町
は
、
官
民
が
協
力
し
て
観
光
活

性
化
や
行
革
な
ど
を
進
め
て
い
く
た

め
、「
自
立
の
た
め
の
マ
ス
タ
ー
プ

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

立
て
直
し
へ

慧
日
寺
跡
に
金
堂
を
復
元

福
島
県

磐
梯
町

施
策
の
最
新
情
報
を
携
帯
電
話

に
メ
ー
ル
配
信

群
馬
県

草
津
町

ラ
ン
策
定
委
員
会
（
く
さ
つ
タ
ウ
ン

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
１
０
０
）」を
設
置
し

た
。
公
募
町
民
を
含
む
約
１
０
０
人

で
構
成
さ
れ
、
５
つ
の
部
会
で
住
環

境
整
備
や
簡
素
で
効
率
的
な
ま
ち
づ

く
り
な
ど
を
検
討
す
る
。

 

 

　

町
は
、
町
政
を
住
民
に
知
っ
て
も

ら
い
、
町
と
住
民
の
意
思
疎
通
を

図
っ
て
い
く
こ
と
を
ね
ら
い
に
、
町

職
員
に
よ
る
「
出
前
講
座
」
を
行
っ

て
い
る
。
行
政
改
革
な
ど　

の
メ

４２

ニ
ュ
ー
を
そ
ろ
え
て
お
り
、
町
民
等

が　

人
以
上
集
ま
れ
ば
申
し
込
め

１０
る
。
講
師
は
副
主
幹
か
ら
課
長
ま
で

の
管
理
職
が
中
心
に
な
っ
て
行
っ
て

い
く
。

　

村
営
ス
キ
ー
場
の
経
営
悪
化
な
ど

に
伴
い
財
政
危
機
に
直
面
し
て
い
る

村
は
、「
財
政
非
常
事
態
」
を
宣
言

し
、
県
と
と
も
に
行
財
政
健
全
化
計

画
を
策
定
し
て
い
る
。　

月
を
め
ど

１０

に
同
計
画
を
策
定
し
、
同
計
画
に
基

づ
き
財
政
再
建
に
取
り
組
ん
で
い

く
。
ま
た
、
ス
キ
ー
場
の
運
営
は
民

間
に
委
託
す
る
こ
と
に
し
た
。

 

 

　

町
は
、
町
内
５
小
学
校
と
３
中
学

校
を
対
象
に
し
た
安
全
確
保
対
策
を

進
め
て
い
る
。
ス
ク
ー
ル
・
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
・
パ
ト
ロ
ー
ル
部
隊
を
結
成

す
る
と
と
も
に
、
ス
ク
ー
ル
・
セ
ー

フ
テ
ィ
ー
・
モ
ニ
タ
ー
、
ス
ク
ー
ル
・

イ
ン
・
パ
ト
ロ
ー
ル
を
導
入
し
、
学

校
周
辺
や
通
学
路
の
パ
ト
ロ
ー
ル
や

校
内
巡
回
を
強
化
し
て
い
る
。

職
員
に
よ
る「
出
前
講
座
」

を
導
入

小
中
学
校
を
対
象
に
安
全

確
保
対
策
を
推
進

　

町
は
、
若
者
の
定
住
を
促
進
す
る

た
め
、
町
に
残
る
鬼
伝
説
に
ち
な
ん

で
「
鬼
の
里
定
住
促
進
団
地
」
と
名

付
け
た
賃
貸
集
合
住
宅　

戸
を
整
備

３０

し
、
入
居
者
を
募
集
し
た
。
定
住
志

向
が
あ
り
、
地
域
の
活
性
化
に
参
画

す
る
意
思
が
あ
る
こ
と
な
ど
が
入
居

条
件
。
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
で
家
賃
は
月
４
万

７
千
円
と
３
万
９
千
円
。

 

 

　

町
は
、
各
保
育
所
で
給
食
を
作
る

こ
と
を
義
務
付
け
た
児
童
福
祉
法
の

規
定
を
緩
和
す
る
特
区
を
内
閣
府
に

申
請
。
認
定
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
４

保
育
所
の
給
食
に
つ
い
て
も
小
中
学

校
の
給
食
と
一
緒
に
町
立
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
で
作
り
、
人
件
費
や
食
材

の
経
費
節
減
を
図
っ
て
い
く
。

 

 

　

町
は
、
前
年
度
で
廃
止
し
た
前
納

報
奨
金
制
度
に
代
わ
り
、
町
税
の
口

座
振
替
促
進
依
頼
書
を
提
出
し
た
納

税
義
務
者
に
５
０
０
円
の
図
書
カ
ー

ド
１
枚
を
進
呈
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
実
施
し
た
。
口
座
振
替
の
促
進
が

ね
ら
い
で
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
開
始
以

降
、
口
座
振
替
率
が　

％
以
上
に
な

３０

る
な
ど
効
果
を
上
げ
て
い
る
。

 

 

　

町
で
は
、
町
内
の
小
学
３
年
生
か

ら
中
学
２
年
ま
で
の
児
童
・
生
徒
２

６
人
が
所
属
す
る
「
少
年
少
女
発
明

ク
ラ
ブ
」
が
誕
生
し
た
。
発
明
協
会

が
認
可
し
た
全
国
１
８
６
番
目
の
ク

保
育
所
給
食
に
つ
い
て
の

特
区
が
認
定

鳥
取
県

智
頭
町

「
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ
」
が

発
足

香
川
県

高
瀬
町

ラ
ブ
で
、
県
内
で
は
２
番
目
。
公
民

館
で
月
１
回
、
ア
イ
デ
ア
工
作
づ
く

り
や
コ
ン
テ
ス
ト
へ
の
応
募
作
品
づ

く
り
な
ど
の
活
動
を
行
う
。

　

町
は
、
今
年
４
月
１
日
か
ら
の
個

人
情
報
保
護
法
の
全
面
施
行
を
受
け

て
、
町
の
広
報
誌
で
長
年
掲
載
し
て

い
た
赤
ん
坊
紹
介
コ
ー
ナ
ー
「
お
め

で
た
」
と
死
亡
情
報
欄
「
お
く
や
み
」

を
５
月
号
か
ら
廃
止
し
た
。
こ
れ
ま

で
は
親
族
な
ど
の
許
可
を
得
て
掲
載

し
て
き
た
が
、
情
報
流
用
の
危
険
が

あ
る
こ
と
か
ら
廃
止
す
る
こ
と
に
し

た
。

　
                                         

    
町
は
、
今
年
４
月
に
２
つ
の
小
学

校
を
統
合
し
た
が
、
校
舎
は
廃
止
し

な
い
で
１
年
交
代
で
交
互
に
利
用
し

て
い
る
。
学
校
存
続
を
求
め
る
両
地

域
住
民
の
要
望
を
受
け
て
の
措
置
で
、

平
成　

年
度
ま
で
は
交
代
で
使
用
。

２１

児
童
の
通
学
に
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
な

ど
を
導
入
し
た
。　                             

　
　
　

町
は
、
監
査
委
員
の
う
ち
空
席
と

　
　

な
っ
て
い
た
学
識
経
験
者
の
ポ
ス
ト

　
　

を
町
民
か
ら
公
募
し
、
選
任
し
た
。

　
　

こ
れ
ま
で
は
町
長
が
推
薦
し
た
人
を

　
　

議
会
に
諮
っ
て
選
任
し
て
き
た
が
、

　
　

多
様
な
人
材
の
中
か
ら
適
任
者
を
選

　
　

ぶ
こ
と
を
ね
ら
い
に
公
募
に
踏
み

　
　

切
っ
た
も
の
。
町
長
自
ら
面
接
し
て

　
　

選
び
、
議
会
の
同
意
を
得
た
。

カカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカ
プププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププ
セセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセ
ルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル

ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ
ｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏ
ｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗ

＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆

ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ
ｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅ
ｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗ

カ
プ
セ
ル　
Ｎ
ｏ
ｗ　
＆　
Ｎ
ｅ
ｗ

カ
プ
セ
ル　
Ｎ
ｏ
ｗ　
＆　
Ｎ
ｅ
ｗ

行
財
政
健
全
化
計
画
を
策
定
へ

長
野
県

王
滝
村

若
者
の
定
住
促
進
団
地

で
入
居
者
募
集

監
査
委
員
を
公
募
町
民
か

ら
選
任

福
岡
県

桂
川
町

町
民
参
加
の
自
立
の
た
め

の
委
員
会
を
設
置

京
都
府

大
江
町

北
海
道

白
老
町

栃
木
県

芳
賀
町

神
奈
川
県

大

磯

町

町
税
口
座
振
替
促
進
に
図
書

カ
ー
ド
進
呈

広
島
県

海
田
町

広
報
誌
の
赤
ん
坊
紹
介
欄
等

を
廃
止

愛
媛
県

松
前
町

統
合
し
た
小
学
校
の

校
舎
を
交
互
に
利
用

高
知
県

土
佐
町

愛
知
県

西
春
町
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都道府県別市町村数   　　　　　　　　　（平成１７年９月１２日現在）

計市町村計村町都道府県計市町村計村町都道府県計市町村計村町都道府県

321418216岡 山 県21101129富 山 県2043417023147北 海 道

281513013広 島 県211011011石 川 県479381127青 森 県

331320119山 口 県28820416福 井 県5414401426岩 手 県

35728325徳 島 県10218845430長 野 県451332131宮 城 県

35728028香 川 県462125223岐 阜 県401129722秋 田 県

2011909愛 媛 県452223023静 岡 県431330426山 形 県

459361026高 知 県723339633愛 知 県8311722547福 島 県

852659653福 岡 県471532626三 重 県572829920茨 城 県

35827423佐 賀 県331320020滋 賀 県441331229栃 木 県

451134133長 崎 県381325124京 都 府5611451827群 馬 県

631449841熊 本 県43331019大 阪 府854045639埼 玉 県

251213211大 分 県602832032兵 庫 県743341536千 葉 県

44935728宮 崎 県4411331518奈 良 県39261385東 京 都

721656551鹿児島県41734232和歌山県371918117神奈川県

4910392415沖 縄 県20416115鳥 取 県3812261016山 梨 県

2,3267441,5823211,261合　 計29821318島 根 県442123716新 潟 県



町 村 週 報第２５３３号 （第三種郵便物認可） 平成１７年９月１２日 １０

随 想

無
常
観
は
日
本
人
に
と
っ
て
馴
染
み

深
い
観
念
だ
と
思
う
。
四
季
折
々
の
変

化
を
通
し
生
き
と
し
生
け
る
も
の
の
死

と
再
生
の
輪
廻
。

　
「
そ
の
主
と 
栖 
と
無
常
を
争
う
さ
ま
」

す
み
か

　

と
方
丈
記
に
あ
る
が
如
く
、
文
芸
、

宗
教
の
影
響
も
あ
り
、
変
化
を
有
り
の

儘
に
受
け
入
れ
る
性
が
あ
る
の
だ
ろ

う
。
し
か
し
、
こ
こ
数
年
間
の
地
方
自

治
体
を
取
り
巻
く
変
化
、
殊
更
市
町
村

合
併
の
凄
ま
じ
い
流
れ
に
翻
弄
さ
れ
た

現
実
は
、
本
町
に
お
い
て
も
斯
く
の
如

し
で
あ
る
。
当
初
は
１
市
２
町
で
の
協

議
で
あ
っ
た
が
、
紆
余
曲
折
を
経
て
来

年
３
月
の
１
市
１
町
で
の
新
設
合
併
と

な
る
。
感
傷
の
暇
は
な
い
が
、
こ
の
間

を
顧
み
て
将
来
を
思
う
時
、
複
雑
な
心

境
だ
。
特
例
債
へ
の
過
大
な
期
待
、
理

念
な
き
ま
ま
流
れ
に
任
せ
、
た
だ
ひ
ら

す
ら
闇
の
門
に
進
む
風
潮
に
慎
重
な
姿

勢
で
臨
ん
だ
。「
町
民
と
と
も
に
考
え

る
」
を
公
約
に
、
２
年
半
で
延
べ　

回
５１

の
懇
談
会
を
開
催
し
、
約
３
千
人
の
参

加
を
得
、
住
民
投
票
で
民
意
を
確
か
め

議
決
を
得
た
。

市
と
町
と
の
合
併
は
難
し
い
。
２
町

の
姿
勢
は
、
周
辺
部
が
衰
退
せ
ぬ
配
慮

と
自
治
区
設
置
が
大
前
提
で
あ
っ
た
。

一
方
、
市
の
態
度
は
市
の
繁
栄
を
第
一

に
、
結
果
そ
の
富
を
周
辺
に
配
分
す
る

と
い
う
家
父
長
的
姿
勢
、
た
め
に
建
設

計
画
の
配
分
も
人
口
割
を
基
本
と
す
る

強
硬
論
を
崩
さ
な
か
っ
た
。
加
え
て
自

治
区
設
置
も
地
域
エ
ゴ
の
温
床
に
な

り
、
一
体
感
を
損
な
う
と
の
無
理
解
か

ら
合
意
が
得
ら
れ
ず
、
破
綻
寸
前
に

陥
っ
た
。

し
か
し
、
将
来
的
危
機
感
の
共
有
と

各
自
治
体
の
存
立
よ
り
、
地
域
全
体
の

再
生
発
展
を
第
一
義
と
し
、
２
町
の
大

前
提
も
考
慮
さ
れ
て
、
２
月
に
協
議
が

整
い
、
調
印
式
を
迎
え
た
。
そ
の
後
、

１
町
の
離
脱
で
頓
挫
し
か
け
た
が
、
合

併
の
意
義
を
認
め
合
い
、　

日
間
の
厳

１０

し
い
時
間
で
の
再
協
議
後
、
１
市
１
町

で
の
合
併
に
合
意
し
た
。

離
脱
し
た
町
の
町
民
の
７
割
以
上

は
、
合
併
に
賛
成
で
あ
っ
た
が
、
議
会

で
わ
ず
か
１
票
差
で
否
決
さ
れ
た
。
町

民
の
不
満
、
不
安
は
町
長
解
職
、
議
会

解
散
を
求
め
る
住
民
運
動
に
発
展
し

た
。
８
月
に
は
、
三
役
が
辞
任
し
、
そ

の
後
続
く
政
情
変
化
に
同
じ
境
遇
の
可

能
性
が
あ
っ
た
一
員
と
し
て
、
複
雑
な

思
い
を
抱
く
。
共
に
協
議
を
重
ね
、
地

域
発
展
に
連
携
を
図
り
、
友
好
関
係
を

築
い
て
き
た
町
だ
か
ら
こ
そ
１
日
も
早

く
現
状
を
打
破
し
、
同
朋
と
し
て
よ
り

強
い
絆
を
結
べ
る
こ
と
を
願
う
。

合
併
に
関
し
、
様
々
な
評
論
は
あ
る

が
、
そ
の
場
に
お
い
て
真
摯
に
協
議
し

た
人
達
に
は
、
評
論
を
超
え
た
苦
渋
の

決
断
が
あ
っ
た
事
を
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
。
冷
静
さ
を
取
り
戻
し
た
今
だ
か
ら

言
え
る
が
、
わ
が
民
の
利
を
大
義
と

し
、
主
張
を
先
鋭
化
し
、
持
論
に
拘
り
、

個
と
全
体
の
関
係
課
題
を
内
在
し
た
ま

ま
、
さ
な
が
ら
三
国
志
の
世
界
を
呈
す

る
よ
う
で
あ
っ
た
。

首
長
や
議
員
は
保
身
、
野
心
が
あ

り
、
職
員
は
変
革
を
厭
う
と
評
さ
れ

る
。
し
か
し
、
責
務
と
は
言
え
、
住
民

の
幸
福
を
願
い
、
自
利
利
他
を
求
め
れ

ば
こ
そ
、
政
治
的
決
断
を
し
て
自
立
の

重
荷
を
背
負
う
か
、
ま
た
は
権
能
を
放

棄
し
、
環
境
の
変
化
を
受
け
入
れ
る
。

「
名
利
に
使
わ
れ
て
、
閑
か
な
る
暇

な
く
、
一
生
を
苦
し
む
こ
そ
、
愚
か
な

れ
」と

兼
好
法
師
は
言
う
が
、
皮
相
な
名

利
か
ら
離
れ
れ
ば
こ
そ
苦
悩
し
、
批
評

の
的
に
晒
さ
れ
る
。
主
人
公
た
る
者
す

べ
て
の
覚
悟
に
よ
る
が
、
地
方
分
権
の

道
行
き
か
、
は
た
ま
た
地
方
力
の
五
衰

か
、
平
成
大
合
併
の
狂
騒
劇
も
序
幕
を

経
て
、
第
１
幕
を
迎
え
た
。
事
の
正
否

を
見
定
め
る
前
に
、
道
州
制
の
第
２
幕

も
用
意
さ
れ
る
見
込
み
だ
。
今
後
は
か

な
り
の
確
実
を
以
て
国
、
地
方
の
状
況

は
過
酷
さ
を
増
す
こ
と
だ
ろ
う
。
誇
り

を
失
わ
ず
生
き
抜
き
、
ま
ち
づ
く
り
を

次
世
代
に
繋
げ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

男
女
の
別
な
く
、
子
供
か
ら
大
人
ま
で

自
治
へ
の
参
加
を
礎
と
し
、
民
主
主
義

の
再
構
築
を
図
る
事
が
目
下
の
大
事
と

思
わ
れ
る
。
変
化
を
受
け
身
に
諦
め
る

厭
世
的
無
常
観
を
抱
く
こ
と
な
く
、
む

し
ろ
肯
定
的
に
事
の
成
就
の
好
機
と
捉

え
、
し
な
や
か
な
体
を
持
っ
て
、
ま
ち

づ
く
り
の
種
子
を
蒔
い
て
い
き
た
い
。

　

地
方
自
治
に
携
わ
り
、
時
を
往
く
１

人
と
し
て
、
近
い
世
に
咎
人
と
し
て
白

洲
に
座
り
た
く
な
い
も
の
だ
。
だ
か
ら

こ
そ
、
残
さ
れ
た
僅
か
な
時
、
即
今
、

此
処
を
ぎ
り
ぎ
り
に
生
き
よ
う
と
思

う
。

�
無
常
と
狂
騒
の
数
年　

 唐  桑 町 長
から くわ

佐 藤 和 則

宮 城 県
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■
肝
臓
と
腎
臓
は
か
ら
だ
の
か
な
め

　
「
肝
心
（
＝
肝
腎
）
か
な
め
」
と
い
う

言
葉
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
言
葉
通
り
、

肝
臓
と
腎
臓
は
ま
さ
に
か
ら
だ
の
か
な

め
の
大
切
な
臓
器
な
の
で
す
。
生
命
力

の
大
本
と
な
り
、
生
き
て
い
く
上
で
の

パ
ワ
ー
は
肝
腎
が
し
っ
か
り
し
て
い
な

い
と
生
ま
れ
て
き
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ

が
、
こ
の
カ
ン
ジ
ン
な
肝
腎
が
、
そ

ろ
っ
て
ヘ
ロ
ヘ
ロ
に
弱
っ
て
い
る
の
が

現
代
人
、
と
く
に
会
社
人
間
の
特
徴
な

の
で
す
。

　

ま
ず
は
肝
臓
。
肝
臓
は
血
液
の
調
節

を
し
て
、
他
の
あ
ら
ゆ
る
臓
器
の
働
き

を
助
け
て
い
ま
す
。
よ
っ
て
肝
臓
が
弱

る
と
か
ら
だ
全
体
が
ス
ム
ー
ズ
に
機
能

し
な
く
な
り
ま
す
。「
肝
臓
が
弱
る
」と

い
え
ば
、
ま
ず
「
お
酒
の
飲
み
す
ぎ
」

と
考
え
る
人
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、

実
は
飲
み
す
ぎ
で
肝
臓
が
弱
る
の
は
よ

ほ
ど
の
こ
と
。
連
日
連
夜
、
憂
さ
晴
ら

し
や
接
待
で
大
量
に
飲
み
続
け
て
い
る

場
合
は
あ
り
え
ま
す
が
…
…
。
そ
れ
よ

り
も
ほ
と
ん
ど
の
人
に
あ
て
は
ま
る
の

が「
ス
ト
レ
ス
」。
肝
臓
は
臓
器
の
中
で

最
も
ス
ト
レ
ス
に
弱
い
、
ナ
イ
ー
ブ
な

存
在
な
の
で
す
。
そ
し
て
、
こ
こ
に
ダ

ブ
ル
パ
ン
チ
を
か
け
て
く
る
の
が
「
パ

ソ
コ
ン
」
で
す
。
肝
臓
の
働
き
が
直
接

作
用
す
る
箇
所
が
「
目
」
だ
か
ら
で
す
。

目
を
酷
使
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
肝
臓

を
酷
使
し
て
い
る
の
と
同
じ
こ
と
。
眼

精
疲
労
や
ド
ラ
イ
ア
イ
と
い
っ
た
目
の

症
状
に
と
ど
ま
ら
ず
、
か
ら
だ
全
体
の

血
液
が
消
耗
さ
れ
、
と
て
も
疲
れ
や
す

く
な
り
ま
す
。

　

そ
し
て
腎
臓
。
腎
臓
は
東
洋
医
学
で

は
尿
を
作
る
だ
け
の
臓
器
で
は
な
く
、

生
ま
れ
も
っ
た
先
天
的
な
パ
ワ
ー
を
貯

蔵
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
生
殖
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
も
腎
臓
が
も
っ
て
い
ま
す
。

先
天
的
な
も
の
で
す
か
ら
ど
う
し
て
も

年
齢
と
と
も
に
弱
り
、
気
力
と
体
力
、

生
殖
能
力
も
衰
え
て
い
く
こ
と
は
仕
方

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
そ
れ
が
、
年
齢

よ
り
早
す
ぎ
る
人
が
増
え
て
い
る
の
で

す
。
理
由
は
「
腎
臓
を
活
性
化
し
て
い

な
い
」
せ
い
。
腎
臓
の
働
き
が
直
接
作

用
す
る
箇
所
は「
腰
」。
年
齢
と
と
も
に

足
腰
が
弱
る
の
は
あ
る
程
度
仕
方
な
い

で
す
が
、
二
〇
代
か
ら
足
腰
が
弱
っ
て

い
る
の
が
現
代
人
。
足
腰
が
弱
る
の
は

腎
臓
が
弱
る
の
と
同
じ
こ
と
。
そ
の
原

因
は
「
運
動
不
足
」
で
す
。
そ
し
て
、

こ
こ
に
も
パ
ソ
コ
ン
の
影
響
が
…
…
。

ず
っ
と
同
じ
姿
勢
で
パ
ソ
コ
ン
に
向

か
っ
て
い
る
と
、
腰
は
ほ
ぼ
「
固
ま
っ

た
仮
死
状
態
」
に
陥
り
ま
す
。
ち
な
み

に
肝
臓
と
腎
臓
に
は
強
い
相
互
補
完
作

用
が
あ
り
ま
す
。
肝
臓
と
腎
臓
を
同
時

に
弱
め
る
パ
ソ
コ
ン
作
業
は
、
補
完
作

用
も
働
か
せ
ら
れ
な
い
わ
け
で
、
か
ら

だ
的
に
は
現
代
病
の
立
役
者
と
い
え
そ

う
で
す
。

■
パ
ソ
コ
ン
作
業
中
に
肝
腎
を
守
る

　

と
い
っ
て
も
、
も
は
や
パ
ソ
コ
ン
な

し
で
仕
事
は
で
き
ま
せ
ん
。
な
ん
と
か

自
衛
策
を
考
え
ま
し
ょ
う
。
ま
ず
肝

臓
。
パ
ソ
コ
ン
作
業
中
に
短
時
間
で
も

い
い
の
で
こ
ま
め
に
目
の
ツ
ボ
を
刺
激

し
ま
し
ょ
う
。
目
頭
の
窪
み
に
あ
る

「
清
明
（
せ
い
め
い
）」
は
基
本
。
黒
目

の
真
ん
中
か
ら
上
に
伸
ば
し
た
線
上
、

生
え
際
か
ら
指
一
本
ほ
ど
上
が
っ
た
位

置
の
「
目
窓
（
も
く
そ
う
）」
も
目
に
気

を
流
し
ま
す
。
イ
ラ
イ
ラ
し
て
き
た

ら
、
足
の
第
一
指
と
第
二
指
の
骨
の
付

け
根
に
あ
る「
太
衝（
た
い
し
ょ
う
）」を

カ
カ
ト
で
ギ
ュ
ッ
と
踏
む
と
、
肝
臓
を

ヘ
ル
プ
し
ま
す
。（
下
記
図
１
参
照
）

　

腎
臓
は
、 

宮
気
候
体
操
「
叉
腰
旋

𠮷

転
（
ち
ゃ
や
お
じ
ゅ
あ
ん
ず
あ
ん
）」
で

大
き
く
動
か
し
て
ゆ
る
め
る
の
が
早

道
。相
互
作
用
で
肝
臓
も
助
か
り
ま
す
。

　　

①
両
足
を
肩
幅
に
開
い
て
立
ち
、
両

手
を
親
指
を
前
に
向
け
て
腰
に
お
く
。

　

②
両
手
で
骨
盤
を
押
す
よ
う
に
し

て
、
腰
を
左
、
前
、
右
、
後
ろ
の
順
に

時
計
回
り
に
二
回
転
さ
せ
る
。

　

③
回
転
を
逆
に
し
て
繰
り
返
す
。

　　

頭
か
ら
真
っ
直
ぐ
に
お
ろ
し
た
線
を

中
心
に
、
腰
だ
け
を
回
転
さ
せ
ま
す
。

よ
っ
て
頭
の
位
置
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
お
へ
そ
を
常
に
正
面
に
向
け
な
が

ら
回
す
こ
と
で
、
か
ら
だ
を
ね
じ
ら
な

い
よ
う
に
し
ま
す
。
か
ら
だ
の
力
を
抜

い
て
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
、
腰
を
で
き
る
だ

け
大
き
く
動
か
す
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で

す
。ぎ
っ
く
り
腰
予
防
に
も
な
り
ま
す
。

図１：肝腎を守るツボ
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